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ライオンズクラブ国際協会 
３３０－Ａ地区 



第 ３ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 
委員会名  政策・会則・長期計画委員会   

審議決議事項 案件１～４件  

委員長名  野 崎  武        

案件１【審議決議事項】 

先般、実施された第２回キャビネット会議（１１月１８日）に於いて、当委員 

会として提出した５つの案件について、委員会から内容説明をしたが説明時間が 

足りず一方的な説明にて終了した事は御認識のことと思います。 

 再度、一つの案件について再提案をし前地区ガバナーに御回答を願う次第です。 

第１にライオンズの公式紋章使用の無断使用の件について 

第２に会員名簿製作について 

 内容については第２回キャビネット会議に於いて案件（２）として（決議事項） 

提出した文章を再提出致します。 

 

 （注）第４回キャビネット会議「議事録」４ページに記録されている 

      （２００８年６月１８日（水）東京プリンスホテル） 

    以下のとおり 

 ２００８年６月１８日 第４回キャビネット会議「議事録」４ページ 

  （11）会員名簿およびこれに関する協賛金等請求について 

      完成し、発送済みである旨報告された。 

     なお、「名簿作成については、企業の献金によってキャビネット・会員等 

     からの支出をせずに行った。さらに、協賛金 100 万円を受領する契約と 

     なっている。しかし、未だに支払いがなされないことから、本年度中に 

     支払いがなければ裁判所に係属させることを考慮している」との報告が 

     あった。 

 上記のごとく飯田期キャビネットの第４回キャビネット会議の議事録に明記されて

 いる通り（１１）の件について石井キャビネットの会計に未だに入金されていない。

 このまま放置する訳にいかないので、政策・会則・長期計画委員会として、石井 

 キャビネットに於いて、真相究明及び是正委員会を設置すること。 
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案件２ 【審議決議事項】 ライオンズ公式紋章の使用について 
 

前期飯田期における名簿作成に伴う不明朗な処理についての、真相究明及び是正履行のための委

員会設置を求める。 
（説明） 

（経緯経過） 
前期において、会員名簿製作契約書（契約日不明）（別紙資料１）が結ばれ、その第１３

条に記載のごとく、作成費用を一切負担せず、著作権はライオンズクラブに帰属し（第１１

条）、第７条１項には｢受託者は、本契約の履行に関し知りえた秘密を第三者に漏らしてはな

らない。｣と規定した。 
   しかしながら、名簿文末には〈個人情報の利用目的〉の（4）にサポーターズ企業からの

有益な情報提供には利用します、と書かれている。 
   また、その第１４条記載協賛金についての大内前幹事の内容証明郵便（別紙資料２）、そ

の間の豊田通商株式会社の会員への郵送物（別紙資料３）、同様な株式会社生活科学運営の

郵便物、それに対する現執行部からの紋章、サポーターズ企業名称使用の両社への抗議文（別

紙資料４、５）それに対する名簿委託業者株式会社コム・プロジェクトからの通知書（別紙

資料６）と、この件を巡っては、収拾のつかない事態となっている。 
 
（当委員会の見解） 
   この問題に関しては、協賛金の支払い等の履行を求めることはもちろん、その他の問題に

ついては下記のような見解を持っている。 
   

  民間企業に会員名簿を作成させたり、ライオンズ公式紋章を使用させ、サポーター企業と名乗

らせることの是非について 
 
 今回、会員名簿作成費用を企業が負担する代わりに、企業がサポーター企業としてライオンズの

公式紋章を使用して、ライオンズ会員に文書を発送した事案が発生した。この問題については、ま

ず、①名簿作成費用を企業に負担させ、サポーターと名乗らせることの是非、②ライオンズの公式

紋章を使用させることの是非、③会員名簿を利用させることの是非が問題となろう。 
①については、名簿に企業の広告を載せ、広告料を取ることは、通常許されることである。しかし、

今回のように、サポーターズ企業として名簿に載せることは問題である。サポーターあるいは、ス

ポンサーということは、支援者、後援者ということであり、ライオンズが企業に支援されることに

なり、ライオンズの独自性、公正性に疑義を生ずることになる。企業に支援してもらわなければ運

営できないようなライオンズとは、誇り高き会員を侮辱するものである。サポーターとか、スポン

サーを企業に名乗らせることは厳に慎むべきである。 
②については、必携４７版Ｐ８１に記載されているように、紋章の使用は、会則、国際理事会の方

針で明確に認められている目的に限られている。そして、ライオンズ以外の者に紋章を使用させる

場合は、国際理事会の法律部の文書による同意と認可が必要である。今回の場合、そのような同意

と認可を取ったとは聞いていない。ライオンズの紋章を民間企業に使用させることなどあってはな

らないことである。今回の件は、金に毒された規律の緩みである。我々は、ライオンズの誇りを忘

れるべきではない。なお、紋章は、国際協会が日本において商標登録しているということである。 
③については、ライオンズ国際協会３３０－Ａ地区は５，０００名以上の会員を擁する団体である

から、個人情報取扱事業者となり、個人情報を目的以外に使用する場合は、その個人の同意を必要

とする。会員の住所氏名を企業に利用させることは、目的外使用であり、会員個人の同意を必要と

する。今回は、会員個人の同意が得られた場合とは言えないであろう。又、別紙資料１の２０年６

月６日付発送の内容証明、請求兼催告書大内前幹事発送の記の５９ページの（２）（３）に記して

ある合計１２７万４９５０円について今だにキャビネット会計に入金されていないこの処理につ

いて、真相究明及び是正委員会に今後の対応をゆだねるものである。 
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案件３ 【審議決議事項】前地区ガバナー飯田善彦氏の報告書について 

 
 
上記報告書では、受託会社の１００万円の協賛金について、飯田キャビネットから石井

キャビネットの事務引継において、裁判所への申立てについて石井ガバナーが前キャビネ

ット幹事に委任状を出すことが承諾されたが、石井ガバナーが委任状を出さなかったとさ

れている。しかし、当期第２回キャビネット会議の石井ガバナー発言によれば、そのよう

な承諾はなされていないことが推測される。したがって、１００万円は、あくまでも前地

区ガバナーの責任で処理すべきことである。さらに、受託会社が作成経費の増大と広告受

注後のキャンセルにより協賛金が出せないというのであれば、前地区ガバナーは、受託会

社に対し、収支の内訳と証拠書類の提出を求めるべきである。 
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案件４ 【審議決議事項】 

ガバナーからの発声投票（ヴォイスボウト）について諮問事項に対する答申 

 
 
地区分割については本年度の石井キャビネットの基本政策であり、その諮問に基づいて

地区分割委員会が慎重、且つ充分に検討、並びに会議を開き、地区分割案を石井ガバナー

に答申したことは、構成員各位は御承知のことと存じます。 

そして、地区分割委員会が各クラブ（２０２クラブ）に賛否を取るため１２月２日付の

各クラブ会長に対し、アンケート調査依頼書を送付した（回答期日平成２１年１月９日（金）

３３０－Ａ地区キャビネット必着）以上の回答の賛否については石井ガバナーから発表さ

れた通りである。 

先の第１回臨時キャビネット会議において、地区分割に関するガバナー提出案件の賛否

を問うに、出席者の拍手をもって賛成多数としたが、一部から疑問とする意見もあり、本

件の議決処理につき政策会則長期計画委員会の見解を求めたい旨ガバナーから諮問された

ので、下記のとおり答申する。 

 
（答申） 

第１回臨時キャビネット会議は拡大キャビネット会議として、構成員以外に複合地 

役員、地区副委員長、委員のオブザーバー参加という形で開催された。他の議決案

件についてもそうであるが、議長から構成員の賛否を問うているにも拘らず、構成

員以外の拍手が多く正確な意思の確認が難しい状況であった。 

また他の議案が軽い議案とはいわないが、地区分割案は組織そのものの変更にか

かわる重要な議案であると同時に、国際本部の理事会の承認事項でもあり、他の議

案とは異なり、慎重な対応を必要とすると考える。 

従って、次回第３回キャビネット会議において、この案件に限り、先の決定を白

紙とし、改めて出席構成員の意思の明確な確認の出来る投票方法にて再議決するが

望ましく、この際の多数決は相対多数で支障ないものと当委員会は考える。 
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    なお、本件がキャビネット会議の可決を経て、ガバナー提出案件として、第５５

回年次大会に付議された際の、投票につき言及しておく。 

地区分割についての、ガバナー必携によれば、分割を希望する準地区の大会、及

び複合地区の大会で分割案が承認された旨を示す、それぞれの大会の証明付き議事

録が必要とされているので、挙手、拍手等ではなく証拠として残る、無記名投票の

方法によるべきである。 

また多数決の方法であるが、第４７版ライオンズ必携 P187 から P18９記載の「地

区年次大会議事規則標準版」７項に「議決はすべて、出席し投票した構成員全員の

過半数をもって決する。・・・」とあるが、つぎに掲げる内容と照らしてみて不適当

と思量する。故に第３回キャビネット会議において、組織変更に係わる重要案件に

ついては、投票した代議員の３分の２以上の賛成投票を要する、との改正が必要と

提言する。 

ライオンズクラブ国際協会会則および付則第１１条改正第１項改正手順 「本会

則は、国際大会においてのみ改正することができる。改正は、その年次大会で会則

および付則委員会から提出された改正案が、資格を証明された代議員の３分の２（２

／３）の賛成投票で採決されなければならない・・・」との規定がなされており、

また複合地区会則第２５条改正 「本会則の改正には複合地区に出席し、投票した

代議員の３分の２以上の賛成投票を要する」と規定してある。 

つまり地区分割は組織の重要な変更となり、まさに改正になるので準地区大会お

よび複合大会において、それぞれに投票した代議員の３分の２以上の賛成を経て、

８月３１日までに国際本部に書類を提出し、国際理事会の承認に基づき、翌年の国

際大会にて閉会時に有効となるとの手順になることを付言する。 
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第 ３ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 

                  役職名      LCIF 委員会 委員長     

                        Ｌ名    大石 誠           

 
案件 １、東京福生ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞの LCIF 一般援助金交付申請の件 
（説明）イ．事業名：重度知的障害者施設「東京多摩学園」への大型全自動洗濯脱 

      水機の寄贈 

    ロ．LCIF に申請する金額   980,000 円 

    ハ．月間に奉仕を受ける人達の見積り数 

      この施設には 50 人の園生と職員 35 人おります。 

      月間 2,550 人の人々が恩恵を受けます。 

    ニ．事業の説明 

      大型全自動洗濯脱水機をｸﾗﾌﾞ結成 45 周年事業として、記念式典時に 

      贈呈式を行う。 

    ホ．提出日：2009 年 2 月 17 日 

案件 ２、 

（説明） 
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第 ３ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 

                  役職名 献眼・献腎委員会 委員長  

                        Ｌ名  関口 正雄    

 
案件 １、献眼のドナー登録のお願いの件 

（説明） 
 3 月より各クラブ会長宛に、クラブで 3 名以上の献眼角膜提供者の 
 登録をお願いしたい。 
  又、登録者に対して石井ガバナーより感謝状（ハガキ大の大きさ）

 を額縁付で、提供していただきたいと考えております。予算として 
 は、枚／800～900 円位（送料共）が必要と思われます。 
 この額縁付感謝状は、登録者の家の中で玄関、応接間等に置いて、 
 家族全員が目につく事によって、提供時に少しでも理解が得られる 
 と思います。 
  多くの登録者は、提供時には、反対される事が多く、実現にいたら

 ない事が多いと聞いており、この感謝状が後押ししてくれると考え 
 ます。                       以上 
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第 2 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 
                  役職名 青少年レオ・ライオンズクエスト委員会 
                      委員長  L 山 田  達      

 
案件 １、決議事項 ライオンズクエスト担当委員の設置に関する件。。 
 （説明） 

  臨時第１回キャビネット会議に提出案件として提出したが、時間の関係上 

  審議、決議がなされなかったため再度提出いたします。 

   ライオンズクエスト活動は現在日本レベルの展開局面となり、モデル地区と 

  して先駆者である３３０－Ａ地区（３３０複合地区）として情報収集、伝達組 

  識の機能を構築し地区全体に向けてクエスト事業の浸透、定着、拡大を促す必 

  要がある。特に各ゾーン・チェアパーソンにお願をして単一クラブ１名の委員 

  の選出をお願いしたい。委員については専任ではなく他の委員会との兼任でも 

  いとわない。（選任報告書は別添参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

19



20


	第3回提出案件表紙
	結合2.pdf
	結合1
	結合.pdf
	1、（提出案件）政策・会則
	9、LCIF
	13、ﾗｲｵﾝｽﾞｶｰﾄﾞ
	14、環境保全
	19、（提出案件）献眼・献腎
	22、（提出案件の別添書）青少年育成・レオ・ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ.doc

	22、（提出案件）青少年育成・レオ・ﾗｲｵﾝｽﾞｸｴｽﾄ

	14、環境保全追加




